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島根県題摩郡温泉津町三子山周辺の珪砂鉱床

井上　秀雄＊　植田　芳郎＊＊　寺島　　滋＊＊＊

On　the　Silica　SanαDeposits　in　tぬe　Mitsugoyama　Area，

　　　　　　Yunotsu，Shimane　Pre琵cture

H：ideo　INouE，Yoshiro　UEDA　and，Shigem　T：ERAsEIMA

Abstract

　　The　Mitsugoyama　area　is　underlain　by’the　following　formations：

　　　　　　卿町／難蕪認騨

　　　　　　丁・・ti・・y　｛舗藷盤n

　　　　　　Cretaceous　　　Gra，nites　and　others

　　The　silica　san（i　deposits　in　this　area　are　found　in　Tsunozu　formation　about

30km　east　of　Go七su　City。The　deposi七s　are　subdivided　s七ratigraphically　into　three

parts：upPer，mi（1dle　and　lower．

　　Generally，silica、sand，ores　consist　of90％sand　and10％clay．　The　sand．
is　composed　mainly　of　rounded　quartz　grains　and　subor（1inately’of　fragmen七s　of

feldspars　and　other　rock　forming　minerals．The　clay　is　composed　of　halloysite　and

other　clay・minerals（chie且y　mon七mor皿onite）．

　　Grain　size　distribution　of　the　sand　part　of　the　ore　ranges　from35七〇70mesh．

　　Concentra七ed　ore　has　an　average　chemical　composition：

　　　　SiO2：93。91％，A1203：3．41％，Fe203：0．22％．

　　There　are　some　mineable　deposits　in　the　surveyed　area。

1．まえがき

　島根県の中部・浜田市から江津を経て温泉津町に至る

地域には，海岸から内陸部にかけて品質および産状を異

にする珪砂が広く分布している．

　その1つは現世の海岸砂丘で，海岸の浜砂と吹上砂と

からなっており，海岸から陸側に1km以内の地域に分

布する．これらは江津市浅利と浜田市波子付近にみら

れ・海抜Omから50mの高さにかけての地域に分布す

る．珪砂は一般に粗粒で，主に石英砂からなり，長石類

と数種の有色鉱物を含む．Sio2値はgo％以下で，低級

の鋳物用砂として供されている．

　いま1つは更新世の都野津層群中に胚胎する珪砂で，
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海岸から内陸部にかけて標高250mの高さにまで分布し

ている．海岸地域の珪砂は江津市都野津および浅利付近

に分布し，石州瓦原料粘土に伴われている．この珪砂は

粘土・礫などと互層し，淘汰が悪く，ハロイサイト質の

白色粘土で充填されている．層厚は厚いところで2－3

m，品質・量ともに珪砂資源として不良である．内陸部

のものは江津市島星山および温泉津町三子山付近に分布

し，珪砂資源として有望なものが多い．特に三子山周辺

のものは品質・量ともにすぐれ，東海鋳材株式会社およ

び株式会社瓢屋によって稼行・出荷されている．

　調査地域は島根県遽摩郡温泉津町のほぼ中央に位置

し，三子山を中心とした面積約9km2の地域である．珪

砂は三子山の東側で株式会社瓢屋が三子山鉱山として，

西側で東海鋳材株式会社が温泉津鉱山として採掘してい

る．

　交通は温泉津町北部の海岸沿いに国鉄山陰線と国道9
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号線が，南部の内陸地域に県道江津一大田

線が東西に横切っている．また南北に縦断

するものとして，県道温泉津一川本線が通

じている．

　両鉱山に至るには県道（江津一大田線）

の境橋までバスの便があるが，境橋から両

鉱山までの約2．5kmは，徒歩か珪砂運搬

車輌にたよるほかはない．

　本報告の作成にあたり・現地鉱山に種々

の便宜と，広島大学岡本和夫助教授には地

質一般について御教示をいただいた．厚く

御礼申し上げる．

2・地質概説

　調査地を含めて島根県中部地方の地質

は，第2図に示すように，下から三郡変成

岩類，白亜紀の酸性火山岩類・花闘岩類，

新第三紀の波多層・川合層・久利層・大森層・

布志名層および第四紀の都野津層と大江高

山石英安山岩類などから構成されている．

　三郡変成岩類は千枚岩・石墨片岩および
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　　　第2図　石見地区地質総括図

Stratigraphic　section　of　the　Iwami　district。

第1図　位置図
　Index　map．

砂岩などからなり，いずれも低度の変成作用を

受けている．

　酸性火山岩類は石英斑岩・流紋岩および流紋

岩質凝灰岩からなり，一部に凝灰質の砂岩・頁

岩を挾んでいる．

　花商岩類は黒雲母花商岩と花闘閃緑岩とから

なり，白亜紀末から第三紀の初めにかけての逆

入になるとされている．

　新第三紀の地層群はいわゆるグリーン・タフ

に属するもので，一般に玄武岩ないし安山岩質

の溶岩と火砕岩類とからなる波多層，瀕海性の

砂・礫層からなる川合層，海侵が最大になった

時期の黒色泥岩からなる久利層，安山岩ないし

流紋岩質の火山物質を多く含む大森層，その上

位の砂・泥からなる布志名層とから構成されて

いる．

　これらの諸岩層を基盤として，第四紀の都野

津層群が不整合関係に累重する．都野津層群の

上部は，大江高山を構成する大江高山石英安山

岩類と指交関係にあるといわれている．

　筆者らの調査によれば，三子山を中心とした

調査地域内には，石見層群の久利層と大森層お

よび都野津層群が露出しているが，そのほかの

上記諸岩層は分布していない．
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　　第3図　三子山周辺地域地質図

Geologic　map　of　the　Mitsugoyama　area．
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　第4図　三子山周辺地域地質断面図

Geologic　pro五ls　of　the　Mitsugoyama　area．

　2．1久利層
　調査地域に露出する地層として」番古いもので，黒色

頁岩層と流紋岩質岩類とからなる．

　黒色頁岩層は境橋の北部から北東部にかけてと，上井

田の北東部とに分布している．暗灰ないし灰黒色を呈

し，細粒砂岩の薄層を挾み，一般に層理がよく発達して

いる．頁岩層に挾まれる細粒砂岩層は厚さ10cm程度で

あるが，まれに1mに達することがある．境橋および上

井田東部では火山礫凝灰岩層を挾んでいる．本層は全般

にslumpingによる種々の変型や分裂堆積構造が認めら

れ，その結果，頁岩中に砂岩の破片や流紋岩の岩片を含

んでいるところが多い．走向・傾斜はN60－40。Sが一

般的な傾向であるが，堆積異常による乱れがあって明ら

かでない．また層厚も不明である．

　流紋岩質岩類は，境橋から太田橋までの県道に沿った

地域と上井田東部地域とに分布している．境橋の北東部

で本岩類が先の黒色頁岩層に貫入関係で接触する現象が

観察されるが，黒色頁岩層中に流紋岩類の岩片が含まれ

ることから，久利層として一括した．本岩類の新鮮なも

のは緑色を呈し，風化すると紫色または灰色を呈する．

無斑晶で緻密・塊状の産状を示し，部分的に同質の火山

角礫を含む凝灰角礫岩となる．境橋付近の試料では緑灰

色を呈し，斑状構造が認められる．斑晶は1mm前後の

斜長石と角閃石とが観察され，石基には流理構造がみら

れる．層厚は調査地域内では不明である．

　2．2大森層
　安山岩質火砕岩およびこれを貫く安山岩岩脈とからな

る．本層は境橋から中荻・鷲峰寺にかけての地域と，菰

口から川上に至る峠とに分布している．岩質は火山角礫

岩から火山礫凝灰岩までの安山岩質火砕岩からなり，産

状は塊状から層状のものまでとさまざまである．色は一

般に緑色で，風化すると淡緑から淡褐色を呈する．角礫

は安山岩類・凝灰岩類・久利層の頁岩および先中新世の

酸性火山岩類の岩片などと種類は多いが，本質の角礫が

多く外来礫は少ない．基質は層理の明瞭な結晶質凝灰岩

からなり，色は緑色から灰白色，斜長石片の斑晶が多

い．鷲峰寺の南方では一般に下部が粗粒で上部が細粒と

なっている．細粒部分は変質作用でzeoliteになってい

ることが多い．

　2．3都野津層群
　本層群は今村（1951）によって江川以西に分布するも

のを島星累層，江川以東のものを大家層群とされていた

が，その後今村（1957）はこれらを統合再定義して都野

津層群と命名されたものである．産出化石は▽初ψα彫5

sp．，琢プ砂5乞3sp．，加no601α吻sp．，メ4no40n雄cf．

プ砂on∫6αCLESINなどの淡水棲貝化石と，M伽56g％o臨

ブ砂onZoα（ENDO），F比z65sPo，ハセh卿z60sP●’Lぎ9「z房4α形66プ

sp．，7テψαnα厩n5L．，その他10数種の温暖性植物化

石が報告されている．また・模式地の江津市都野津では

段6go40πoプZ6窺41∫50WENが発見され，このことから

本層群の地質時代は，鮮新世後期から更新世初期にかけ

てとされている．

　最近，山陰第四紀研究グループ（1969，1972）によっ

て，この地方の都野津層群が詳細に調査研究され，同層

群の模式地での層序の確立とともに，三子山および大家

周辺地域と模式地との層序の正確な対比，および大江高

山を構成する火山噴出物と都野津層群との相互関係な

ど，新しい事実が明らかにされている．
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3，含珪砂層

　調査地域の珪砂は都野津層群中に胚胎し，少なくとも

3層準に認められる．本層群は下から，基底礫層・シル

ト層・石英砂層1・火砕岩層・石英砂層If・大江高山石

英安山岩類および石英砂層皿とからなっている．

　基底礫層

　先に述べた新第三系からなる基盤岩類の不規則な侵食

面を不整合に覆って分布する．模式的な露出は太田橋の

西側，県道沿いの崖に見られる．基底礫層の礫は円礫で，

卵大を主に，ときに人頭大のものを含んでいる．礫種は

中生代の流紋岩類と古生代の珪岩とが圧倒的に多い．と

ころによって基盤を構成する新第三系の頁岩および火山

岩類を含むことがある．礫層の基質は石英質の粗粒砂か

らなっている．層厚はOmから5mまで変化する．

　シルト層

　基底礫層を欠き直接基盤岩類を覆うことが多い．シル

ト層には淡灰白色を呈するものと暗灰色で泥質のものと

2通りがある．前者は調査地のほとんど全域にわたって

分布するが，後者は中荻の南方地域にその分布が限られ

ている．淡灰色シルト層は層理がよく発達し，植物化石

片を含むことが多い．暗灰色シルト層は塊状に産し，生

物の棲み跡状の模様が観察される．風化すると暗褐色を

呈し，・硫化水素臭がある．層厚は3mから18mである．

　石英砂層1

　三子山の周辺から調査地の南部太田橋北側付近までの

広い範囲に分布している．下位にはどの地域でもほとん

どシルト層を伴い，上位は次に述べる火砕岩層によって
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　　第5図　石英砂層の分布と品位図

Distributlon　and　grade　of　Silica　sand　beds．
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第7図　石英砂層1の堆積状態（平行層理と面なし断層）

覆われてV・る．

　砂は石英質の中粒砂からなり，膠結物はほとんど認め

られず，わずかに粘土質物が認められるに過ぎない．色

は白色および黄褐色を呈する2種が認められ，前者が後

者より粘土質物が多くなっている．白色砂層と黄褐色砂

層とは上下関係で，白色砂層は下部に黄褐色砂層は上部

に多い．白色砂層は比較的によく成層し，下位の淡灰色

シルト層に漸移する．この関係は東海鋳材の温泉津鉱山

北側の道路でよく観察される．ここではシルト層からシ

ルト層白色砂層互層をへて白色砂層へと漸移の関係が見

られる．黄褐色砂層には約5cmの厚さの縞状層理や偽

層理がよく発達している．層厚は三子山周辺で90m，太

田橋の北側でOmとなる．

　火砕岩層

　本層は大江高山および三子山からの火山噴出物と考え

られる．本層は軽石質の火砕流と降下火山灰とから構成
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されている．中荻から川上峠にかけての道路沿いに模式

的に露出している．そこでは層厚約75m，中間部に層

厚L5mの細粒砂層があり，これによって下半部と上半

部とに分けられる．下半部はほとんど軽石質の火山礫凝

灰岩からなり，軽度の溶結構造を持っている．上半部は

石英安山岩の中礫程度の岩片を含む軽石質火山角礫岩で

下部は塊状，上部は層理がよく発達する細粒の凝灰岩に

なっている．この凝灰岩中には火山豆石が観察される．

本層は先の石英砂層1を覆い，中荻から上荻をへて太

田橋を結ぶ線以東に分布し，この線より西側には分布し

ていない．太田橋北部および川上峠東側では，下位の都

野津層群各層を欠き直接基盤を不整合に覆うことがあ

る．層厚は0－75mである．

石英砂層∬

　太田橋の北部上荻地区とその東側の椿地区とに分布し

ている．先の火砕岩層の上に整合に累重し，次に述べる

　　　　　　　第8図　石英砂層Hの堆積状態（斜層理）

　　　　　　議灘灘雛．

　　　　、、．鷺難講　鐵菱縫　鍵灘

第9図　石英砂層1と大江高山石英安山岩類との接触関係（貫入）
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大江高山石英安山岩類によって覆われている．石英砂層

1に比べて少し粒度が粗く，またその分布も限られてい

る．層厚は0－30mである．

　大江高山石英安山岩類

石英安山岩質の火山角礫岩ないし凝灰角礫岩からなる

火砕岩層と石英安山岩溶岩および岩脈などからなってい

る．前者は石英砂層Hの分布地域ではこれを覆い，その

他の地域では先の火砕岩層1を覆って分布し，その分布

範囲は火砕層1のそれとほぼ同じである．火砕岩層の厚

さは0－50mと推定される．後者は三子山・三子山東方

の無名山（標高643m）および大江高山を構成するもの

で，黒雲母石英安山岩溶岩および岩脈からなっている。

三子山鉱山峠鉱床では石英砂層1を，本郷では石英砂層

皿を貫いて露出している．

　石英砂層III

　前記大江高山石英安山岩類に挾まれて露出する．その

分布は川上峠と大家北方の東郷付近とに限られる．川上

峠付近の露頭では，火砕岩上に20－30cmの灰白色粘土

層を伴って整合的に累重し，その厚さは0－15mである．

4・鉱床各論

東海鋳材株式会社温泉津鉱山と株式会社瓢屋の三子山

鉱山がある．両鉱山合せて現在（昭和49年）までに156

万tonの原砂を産出している．

4．1温泉津鉱山
　所在地　島根県蓮摩郡温泉津町

　鉱業権（採掘権）

　登録番号　市町村名　鉱種名　面積（アール）

　島採259　温泉津町　けい石　2L562
　　〃　　260　　　　　〃　　　　　　　〃　　　　　1．628

　鉱業権者　東海鋳材株式会社　森田美喬

　会社から公表された珪砂成分と粒度分析の結果は第1

表のとおりで，昭和39年5月から昭和50年9月まで

に総計1，277．789tonの原砂を生産している．

　温泉津鉱山は三子山の西側に位置し，その鉱床は鷲峰

寺を中心にし，標高250mから350mにかけての地域

に分布する．その広がりは東西600m，南北800mにお

よびこれを鷲峰寺鉱床と呼ぶ．鷲峰寺鉱床は鉱床生成後

の侵食と石英安山岩の噴出の影響とによって，北部・中

部および南部の3鉱体に分かれている．

　鷲峰寺鉱床北部鉱体

　北部鉱体は単一のものとしてこの地域で最大の規模を

もっており現在稼行中である．鉱体は東西400m，南北

500mのやや楕円形の広がりを示し，鉱体の北部で厚さ

30m，中心部で40m，東部で60mとなっている．鉱体

は比較的平坦化された大森層の安山岩質凝灰角礫岩上

に，一般走向E－W，傾斜1－2。Sで堆積している．珪砂

鉱床は約5mの単位で成層し，この堆積単位が数回繰返

されている．堆積単位層中には走向E－W，傾斜30。S

の偽層がよく発達している．

　鷲峰寺鉱床中部鉱体　’

　本鉱体は下位の大森層の平坦な侵食面上を厚さ数m

のシルト層を伴い不整合関係で覆い，上位の石英安山岩

によって不整合に覆われている．その規模は東西350m，

南北150m，厚さ20mで，標高260mから280mに
かけて分布している．小規模であるがまとまりのある鉱

体である．

　鷲峰寺鉱床南部鉱体

　本鉱体は標高260mから280mにかけて分布し，中

部鉱体と同様に基底部にシルト層を伴っている．北西方

向に350m，幅20mの細長い分布を示し，鉱床として

稼行価値は低いものと判断される．

　鷲峰寺鉱床は都野津層群石英砂層1に属するものであ

る．

　4．2三子山鉱山
　所在地　島根県蓮摩郡温泉津町井田

　鉱業権（採掘権）

　登録番号　市町村名　鉱種名　面積（アール）

　島採261温泉津町　けい砂　2・200
　　〃　　262　　　　　〃　　　　　　　〃　　　　1．500

　　　　　　第1表　温泉津鉱山珪砂の化学および粒度分析表

Chemical　composition　and　mechanical　analyses　of　silica　sand　in　the　Yunotsu　Mine。

珪砂成分（％）l　Siq Fe203 A1203 CaO MgO Na20 い替1・SS

温泉津珪砂194・・4 O．24 2．52 0。05 0．06 0．28 0．28

粒度分布（Mesh）128 35 48 70 …い5・12・・127・IpAN AFS

温泉津珪砂16・4118・5134・5129・61g・71…1…1…1・143・66
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　　　　　　　第2表　三子山鉱山珪砂の化学および粒度分析表

Chemical　composition　and　mechanical　analyses　of　silica　sand　in　the　Mitsugoyama　Mine・

珪砂成分（％）i Sio2 Fe203 A1203 CaO MgO

石見銀副 93．68 0。20 4．30 0．16 0．06

粒度分布（Mesh）128 35 48 70 い・・い5・12・・127・lpANIAFS
石見銀砂15・gl・7・8127・613・・61g・6t5・212・21・・71…149・5・

　鉱業権者　株式会社瓢屋　堀江静夫

　会社から公表されている珪砂成分と粒度分析の結果は

第2表のとおりで，昭和45年1月から昭和49年末ま

でに総計384．691tonの原砂を生産している．

　本鉱山には現在稼行中の峠鉱床と，過去に一時稼行し

た三子山鉱床および未稼行の荻鉱床とがある．峠および

三子山鉱床は都野津層群石英砂層1に，荻鉱床は石英砂

層Hに属する．

　峠鉱床
　三子山鉱山の主鉱床で，三子山の東側に，菰口から湯

里に通ずる道路の峠付近に位置している．鉱床は標高

320mから400mにかけて分布している．その規模は峠

を中心にして南北に400m，東西に300m，南北両端は

幅を減じ菱形の広がりを示している．厚さは中央部で最

大60m，南北両端で薄く5－10mとなっている．

　本鉱床は温泉津鉱山の鷲峰寺鉱床と同様に大森層の不

規則侵食面を覆い礫層に始まりシルト層・乳白色石英砂

層・黄褐色石英砂層と累重している．石英砂層の下底部

では走向E－W，傾斜は5QSを示し，上部では走向E－

W，傾斜は10－20。Sと傾斜角を増している．地層の堆

積単位の厚さは約5mで，各単位層の境には10cm前後

の厚さをもつ砂まじり粘土層がある．単位層中には偽層

がよく発達しているが，これら単位層および偽層とも斜

交する幅10cm前後の極細粒砂からなる砂岩脈状の砂層

が観察される．

　本鉱床の堆積後に大江高山石英安山岩の貫入があり，

鉱床の東西両側でその熱変成のため，幅10cmの紫色を

帯びた変質帯ができている．貫入接触面は東西両側とも

に垂直である．

　三子山鉱床

　温泉津鉱山鷲峰寺鉱床と三子山鉱山峠鉱床との中間，

三子山の3つの山頂に囲まれた谷間にある．石英安山岩

によって周囲を取り囲まれて分布し，おそらく石英安山

岩の噴出・貫入によって捕獲されたものと考えられる．

　鉱床は標高380mから450mにかけて，東向斜面に山

側に突込んだ状態で分布している。走向はN20。W，傾斜

は15－30。Wである．鉱床の規模は南北延長380m，厚さは

最大70mをもっている．石英砂層は層理が明瞭で偽層理

もよく発達している．色は白色で石英砂の粒間にはハロ

イサイトが生じ・ハンマーで容易にくずれる硬さである．

　本鉱床は先に述べた2鉱床と産状および鉱石の外観や

性質が異なるが，一応都野津層群の石英砂層1に属する

ものとしておく．

　荻鉱床
　江津市から大田市に通ずる旧国道沿いの太田橋付近に

位置する．太田橋北部の標高270mから310mにかけ

て分布している．本鉱床の分布地域には上・下2層の石

英砂層があり，石英砂層1と石英砂層Hとに相当する．

石英砂層1は地域の北部に薄く分布するが，石英砂層E

は広がりも大きく，これを荻鉱床と名づけた』鉱床は延

長方向に600m，幅の平均100m，厚さの平均20mで，

中規模の大きさをもっている．

　本鉱床の石英砂層も厚さ　1m前後の堆積単位層があ

り，単位各層の上限は粘土混りの微細な砂が1－3cmの

厚さで堆積している．砂層の堆積はほぼ水平であるが，

層内には偽層がよく発達している．その走向はN30。E，

傾斜は30。Sである．

　鉱床としては鉱石の品質が安定していること，またそ

の広がりと厚さも充分であることから，未開発ながら有

望な鉱床である．

5．鉱　　石

　5．1外　　観

　鉱石はその色から乳白色・黄褐色および灰白色を呈す

るものとに分けられる．これらの色の差は原鉱石の粘土

鉱物の量および性質によるものと考えられる．

　乳白色鉱石は石英砂層1の下部に近く賦存し，水の作

用を強く受けて堆積したものと考えられる．次の黄褐色

鉱石に比べて粒度がわずかに細粒で，かつ粘土分が多

い．三子山鉱床で試験的に採掘されたことがある．
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　黄褐色鉱石は石英砂層1の中・上部に賦存し，温泉津

鉱山鷲峰寺鉱床および三子山鉱山峠鉱床とで採掘されて

いる．石英粒と極少量の長石類および黄褐色粘土からな

り，全般に非常に脆弱で指先で容易にくずれる．水洗し

て黄褐色粘土を除去すると淡黄色となる．

　灰白色鉱石は石英砂層H中に賦存する．荻鉱床のもの

がこれに属する．前鉱石に比べて粒度は粗く，粘土鉱物

の量も少ない．非常に脆弱で固結していない．

　5．2組成鉱物
　各鉱石とも組成鉱物での差はつけ難い．主に石英砂か

らなり，少量のカリ長石，微量の斜長石および粘土鉱物

からなっている．長石類は石英に比べてより褐色を帯び

ているが，これを酸で処理すると逆に石英が長石より白

色を呈することから，両者を容易に区別することができ

る．このほか第3表に示す各種重鉱物を含んでいる．粘

土鉱物はハロイサイトを確認している．

　　　　　　　　第3表重鉱物組成一覧
H：eavy　mineral　composition　of　sands　in　the　various　localit三es．
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　　　　　　　　　　　　第4表粒度分析表
　　　　　　　　　　Mechanical　analyses　of　sands．
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　5．3粒度分析

　粒度の頂点は48メッシュが多く，これを中心にして

35メッシュと70メヅシュとにかけてゆるやかな山がみ

られる．これらメッシュの占める比率は全体の80％前

後が多く，Wentwarthの分類で中粒砂から細粒砂の範

囲に入る．48メッシュを頂点としてそれより細粒域

（MF）あるいは粗粒域（MC）へのいずれかの移向型が

ほとんどで，これらは地域によって異なるが鉱床別など

の規則生はみられない．このほか70メッシュを頂点と

するもの（FF）および35メッシュを頂点とするもの

（CC）力弐ある．

　粒度分析を行った48試料を前記の4つの型に分類す

ると，CC型4試料，MC型23試料，MF型13試料，

FF型2試料で，MC型とMF型で全体の75％を占め
ている．

　砂分と粘土分との比率は10試料平均で砂分が90％，

粘土分渉10％台と見なされる．

第5表砂と粘土比
Ratio　of　sand　and　clay．

010

30

20

10

鋤く＼F

偽03

偽0

20　　Zl）　35　48　70　　100150200270Pan

ヨ
1・0。ノ。

0．5

0

第11図粒度と化学分析値との関係図
Relation　between　particle　size　and　chemical

composition

No。

30
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90．4
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88．0

92．7

93．5

90．7
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86．0

92．4

94．8

Clay％

5．4化学分析値

9，6

11．4

12．0

7．3

6。5

9．3

7．6

14．0

7．6

5．2

　利用面からの珪砂の品質はSio2の値で評価されるが，

その用途に応じて有害成分としての鉄分（Fe203）および

アルミナ分（A1203）の量が品質評価の大切な要件となっ

ている．分析は上記の3成分について・原鉱を水洗して

粘土分を除去したものを使用して行った．

　第6表はこうして得た分析結果であるが，特種な試料

を除き通覧してみると，SO290－98％，Fe2030．03－

0．29％，A12031。1－5。3％と良質で，板ガラス用から鋳

物用までと広く使用されうる品質要件が備わっている．

第7表は鉱床別の平均を示したもので，荻鉱床のものは

他鉱床のものに比べてSio2値が若干低く，Al203値が

高い結果がみられる．第8表は現在稼行中の三子山鉱山

峠鉱床の鉱石の粒度別の化学成分である．これを図示す

ると第11図のように全般的に細粒部より粗粒部がSio2

値が高く・最高値を示す部分は35メッシュにあり・そ

れより粗粒および細粒部に向かってSio2値を減じてい

る．またFe203およびA1203値を見ると35メッシュを最

低値として，これより両側に漸次増加しているのが認め

られる．原鉱石全般について化学成分と粒度との関係を

先の粒度分布型で吟味すると，CM型は13試料平均で

SiO295．71％，A12031．40％，Fe2030．18％，MF型は

23試料平均でSiO296．02％，AI2032．23％，Fe203

0．11％，FF型は2試料平均でSiO295．20％，Al203

2．45％，Fe2030．13％となっている．わずかな差異では

あるが，Sio2はMF型に多くCM・FF型で少なく，

反対にAl203およびFe203はMF型で少なくCM・FF

型で増加し，粒度と化学組成との関係と同様の結果とな

っている．

　このように当地域の珪砂の品質は，珪砂鉱床の賦存層

準や鉱床によるものより，むしろ粒度と密接に関連する

ものと考えている．

　5．5　珪砂のノルム値

　珪砂の組成鉱物は先に述べたが，組成鉱物の量比を求

めることは容易なことではない．日本の珪砂はその成因

からみて長石類を含むことが多く，その量を適格に把握

することが必要である．長石類の量はアルミナ（Al203）

によって推定することができるが，より正確を期するた

めに品質評価の3成分のほかに，CaO・Na20・K20の値
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　　第6表化学分析表
Chemical　analyses　of　silica　sands。

No．

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

31／

32

33

Sio2％

88．6

89．0

92．8

95．0

97．2

96．2

96．4

93．4

96．3

96．4

97．4

96．7

91．2

91．3

95．8

98．1

97．4

97．2

96．1

96．4

97．1

97。0

96。8

96．3

95．9

95．8

95．4

88．3

96．7

97．5

97．6

94．7

97．8

98．8

A1203％

5．8

6．1

3．5

2．7

1．6

2．2

2．1

3．4

2．1

2．0

1．5

2．3

3．7

4．5

2．1

1．5

1．7

1．8

2．0

1．8

1．7

1．6

1．7

2．2

2．1

2．2

2．2

6．1

1．6

1．4

1．1

3．4

1．2

0．7

Fe203％

0．10

0．26

0．09

0．11

0．11

0．12

0．15

0．05

0．07

0．13

0．04

0．08

0．18

0．29

0．08

0．10

0．06

0．07

0．12

0．15

0．14

0．08

0．10

0．13

0．16

0．23

0．17

0．54

0．08

0，10

O．10

0．22

0．10

0．03

No，

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

SiQ2％

85．3

93，7

92．6

92．3

96．3

97．0

97．8

96．9

97．7

95．1

94．1

94．3

96．5

96．2

96．8

96。5

98．1

91．5

96．1

97．3

96．9

97．2

90．8

95．4

98．0

94．8

94．5

94．3

94．0

81．48

89．48

80．88

86．54

A1203％

7。2

3．3

4．7

4．8

2．1

1．8

1．3

1．9

1．3

2．3

2．9

3．0

1．8

2．6

2．1

2．1

1．2

4，1

2．4

1．6

1．7

1．6

5．3

2．2

1．5

2。8

3．2

3．7

3．1

10．02

5．51

10．57

7。48

Fe203％

0．12

0．06

0．07

0．07

0．09

0．12

0．21

0。14

0．05

0．07

0．08

0．15

0．05

0．09

0。16

0．08

0．07

0．05

0．06

0．20

0．07

0．10

0．15

0．12

0。07

0．15

0．20

0．18

0．16

2．09

0．37

1．07

0。74

分析者　No．1－No．62　寺島　滋

　　　No．63－No．66川野昌樹

を分析することが望ましい．これらの値からノルム計算

法によって組成鉱物の重量比を理論的に求めることがで

きる．その結果を第9表に示した．

　第9表の分析値から，この地域の鉱石は他地域（井上

1972ン1974）の鉱石に比べてK20値が大きい．これは

鉱石の組成鉱物の中でカリ長石の量が斜長石に比べて多

いことを意味している．

　これまでの珪砂のノルム計算および理論上から石英

（Ω）90％以上，長石類（Or＋Ab＋An）が10％以下で

あることが鉱石として望ましいと考えている．
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　　　　第7表地区別平均品位
Average　chemical　compositions　of　sands　in　the

various　localities．
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　第8表　粒度別化学成分表
Chemical　composition　of　size　grade．
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1。1

1．7

3．2
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　第9表化学分析とノルム

Chemical　composition　of　sands．

0．33

0．14

0．10

0．12

0．17

0．31

0。44

0．59

　調査地域の石英砂層は都野津層群に属し，3層準に存

在することが明らかとなった．石英砂層中下部の石英砂

層1が分布も広く，かつ地層の厚さも充分で重要な珪砂

鉱床とされている．中部の石英砂層Hは分布が限られて

いるが，その中で荻鉱床は分布のまとまりとある程度の

厚さをもち，未稼行であるが有望鉱床である．上部の石

英砂層皿は川上峠および大家北方の本郷付近に分布して

いるが，その厚さや広がりの状態から鉱床としての価値

は小さい．

　鉱石の品位はSiO290－98％，Fe2030．03－0．29％，A1203

1。1－5．3％と良質で，その用途は板ガラス用から鋳物用

までと広い．粒度は35メッシュから70メッシュまで

で全体の80％近くを占める．砂分と粘土分との比率は

砂分90％，粘土分10％と良好である．

　鉱石品質と地層層準や分布地域との関係については規

則性は認められず，むしろ粒度と密接に関連するものと

考えられる．
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